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１．火山防災の日（8月26日）関連事業

・令和６年度施行の活火山法改正に伴い、
８月２６日が「火山防災の日」に制定さ
れたことを機に、火山防災に係る県民意
識の向上と理解促進のため、磐梯山噴火
記念館との共同企画として開催

・111名の申し込みがあり、アンケート回
答者の全員から「今後もシンポジウムの
開催を希望する」との反応を得た

・令和７年度も引き続き、専門家と連携し
たシンポジウムを開催して火山防災意識
の普及啓発を図る



【 R6夏季 磐梯山火山防災訓練 火口周辺における噴火対応訓練 】
〔 訓練概要 〕 実施日：令和６年８月２９日（木）【図上訓練】

令和６年８月３０日（金）【実動訓練】 ※ 台風第10号への対応のため中止
参 加：1６機関（市町村、消防、警察、国機関、スキー場（避難促進施設） 等）

〔 訓練内容 〕 磐梯山で「噴火速報」が発出された状況を想定した図上訓練により、噴火発生時における関
係機関との情報連携確認や応急対応力の向上を図る。

噴火に伴う安否不明者を捜索する想定のもと、実動による現地合同調整本部の設置及び
            調整訓練を通して、 各機関の情報集約や現地部隊との連携力の向上を図る。

〔 訓練監修〕 より実際に即した訓練内容とするため、東京大学大学院情報学環 客員教授 松尾 一郎 氏
に訓練監修を依頼。図上訓練での研修講師及び訓練オブザーバーを務めた。

〔 主な振り返り 〕 ・県山岳連盟や現地の山小屋、周辺の観光施設にも訓練に参加いただければ良い
・警察、消防、自衛隊に対してより本格的な状況付与ができるよう、当該機関も企画段階

                        から参加し、救助部隊等の業務内容を理解した上での訓練構築が必要 等

２．磐梯山 火山防災訓練の実施



【 R6冬季 吾妻山火山防災訓練 居住地域に影響の及ぶ火山災害を想定した防災訓練 】
〔 訓練概要 〕

実 施 日 ：令和６年１１月２５日（月）【行動計画策定ワークショップ】
令和７年 ２月 ６日（木）【図上訓練】 ※ 大雪への対応のため中止

参 加：15機関（自治体や救助機関等、福島・山形両県の関係機関が参加）
全体監修：東京大学大学院情報学環 客員教授 松尾 一郎 氏

〔 11/25 ワークショップ内容 〕
    噴火時の行動・対応に関するワークショップを通して、各機関が抱える検討事項を解消し、機関別の行動
   計画（タイムライン）の策定を行う。

〔 訓練内容 〕
    吾妻山で「噴火警戒レベル３（入山規制）」、さらに「噴火警戒レベル４（高齢者等避難）」に引き上
げられた状況を想定し、冬季の降雪・積雪時の噴火に伴う各事象（火山灰による交通渋滞・車両スタック・
停電・孤立集落 等）が発生する状況下における関係機関との情報連携確認や応急対応力の向上を図る。

３．吾妻山 火山防災訓練の実施
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